
(57)【要約】

【課題】かじり減少が発生し難いメタルシール構造の回

転継手を提供する。

【解決手段】　継手本体１１には中心部に貫通孔１１ａ

が穿孔され、継手本体１１の両端に軸受１３、１４が挿

着され、軸受１３の方が内径、外径共に大きい径とされ

、軸受１３の内径は継手本体１１の貫通孔１１ａの内径

寸法とほぼ同一に形成されており、軸受１４の内径は貫

通孔１１ａの内径よりも小さくされている。軸受１３、

１４間の貫通孔１１ａの内径側から継手本体１１の外径

側に、流体通路１１ｄ、１１ｅ、１１ｆが形成されてい

る。貫通孔１１ａに回転軸１２が挿通され、回転軸１２

の両端は軸受１３、１４のそれぞれの内径に嵌合される

軸端部１２ａ、１２ｂとされている。両軸端部１２ａ、

１２ｂの間の貫通孔１１ａとの間でメタルシール構造を

構成する軸中部１２ｃが形成されており、この軸中部１

２ｃは軸端部１２ａよりも稍々小径とされている。

【選択図】図１

JP 2005-291455 A 2005.10.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 軸 を 継 手 本 体 の 貫 通 孔 に 挿 通 し た メ タ ル シ ー ル 方 式 の 回 転 継 手 に お い て 、 前 記 回 転
軸 を そ の 両 端 に お い て 回 転 自 在 に 支 持 す る 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 を 前 記 継 手 本 体 の 両 端 側 に 設
け た 穴 部 内 に 配 置 し 、 少 な く と も 前 記 第 １ の 軸 受 の 内 径 と 前 記 貫 通 孔 の 内 径 と を 略 同 一 と
し 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 の 間 に 位 置 す る 前 記 回 転 軸 の 外 径 と 前 記 貫 通 孔 の 内 径 と の 間 を
メ タ ル シ ー ル 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 回 転 継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 軸 受 の 内 外 径 は 第 １ の 軸 受 よ り も 小 さ く し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 回 転 継 手 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 は 内 外 径 共 に 同 一 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 回 転
継 手 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 の 間 に 位 置 す る 前 記 回 転 軸 の 外 径 に 複 数 の 環 状 溝 を 形 成 し 、 こ れ
ら の 環 状 溝 に 対 応 し て 前 記 回 転 軸 及 び 継 手 本 体 に 流 体 通 路 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 回 転 継 手 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 は 前 記 貫 通 孔 に 前 記 回 転 軸 の 軸 芯 を 合 わ せ な が ら 接 着 剤 に よ り 固
定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 継 手 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 固 定 体 と 回 転 体 と の 間 に お い て 、 圧 力 油 、 圧 縮 空 気 な ど の 流 体 を 流 通 さ せ る
た め の 回 転 継 手 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 図 ３ に 示 す 構 成 の 回 転 継 手 が 知 ら れ て い る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 回 転 軸 １ の
外 周 が 継 手 本 体 ２ に 所 定 間 隔 を お い て 回 転 軸 受 ３ ａ 、 ３ ｂ を 介 在 し て 相 対 回 転 自 在 に 装 着
さ れ 、 両 回 転 軸 受 ３ ａ 、 ３ ｂ 間 に ス リ ー ブ ４ が 装 着 さ れ て い る 。 こ の 回 転 継 手 に お い て は
、 複 数 系 統 の 流 体 を 回 転 軸 １ か ら 継 手 本 体 ２ に 又 は 継 手 本 体 ２ か ら 回 転 軸 １ に 流 通 す る よ
う に な っ て い る 。 ス リ ー ブ ４ と 継 手 本 体 ２ 間 は 、 シ ー ル 部 材 ５ に よ り 流 路 間 を 遮 断 す る よ
う に 密 封 状 態 に 弾 性 支 持 さ れ て お り 、 ス リ ー ブ ４ の 内 径 側 は 回 転 軸 １ と 微 少 隙 間 を 持 っ て
嵌 合 し 、 所 謂 メ タ ル シ ー ル 構 造 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の メ タ ル シ ー ル 構 造 に お い て は 、 通 常 の 隙 間 量 （ ク リ ア ラ ン ス ） と し て は 、 ５ ／ １ ０
０ ０ ｍ ｍ ～ １ ／ １ ０ ０ ｍ ｍ と い っ た 微 小 量 で あ る た め 、 回 転 中 に 何 ら か の 偏 荷 重 が ス リ ー
ブ ４ へ 加 わ っ た り す る と 、 回 転 軸 １ の 外 周 面 と ス リ ー ブ ４ の 内 周 面 と が 接 触 し 、 両 者 間 に
か じ り （ 喰 い 付 き ） 現 象 が 発 生 し 、 作 動 不 良 を 生 じ 使 用 不 能 を 引 き 起 こ す 虞 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 場 合 に 、 部 品 精 度 を 高 め か つ 組 み 立 て 精 度 を 向 上 さ せ て も 、 な か な か 均 一 な 製 品 精
度 が 得 ら れ ず 、 よ り 構 造 を 簡 略 化 し て 、 コ ス ト ダ ウ ン を す る 必 要 が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の た め 、 ス リ ー ブ ４ を 省 略 し た 回 転 継 手 構 造 も 提 案 さ れ て お り 、 図 ４ に 示 す 例 え ば 特
許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 構 造 が 知 ら れ て い る 。 こ の 回 転 継 手 構 造 に お い て は 、 継 手 本 体
に 相 当 す る 供 給 体 ６ の 両 端 に お い て 、 回 転 軸 に 相 当 す る 回 転 体 ７ は そ の 突 出 部 ８ と の 間 で
ベ ア リ ン グ ９ を 介 し て 回 転 自 在 に 保 持 さ れ て お り 、 ベ ア リ ン グ ９ に 挟 ま れ た 供 給 体 ６ の 内
径 側 が 、 突 出 部 ８ の 外 周 と の 間 で 環 状 微 小 隙 間 を 形 成 し て い る 。 ま た 、 こ の 特 許 文 献 １ に
は 供 給 体 ６ の 内 径 側 、 突 出 部 ８ の 外 径 側 の 部 分 に フ ッ 素 コ ー テ ィ ン グ を す る こ と が 明 示 さ
れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ３ － １ ９ ４ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 構 造 に お い て は 両 端 の ベ ア リ ン グ ９ に よ る 支 持 部 分 に 対 し て 、 突 出
部 ８ に よ る 環 状 微 少 隙 間 の 同 芯 度 が 重 要 に な り 、 こ の 同 芯 度 が 精 度 良 く 得 ら れ て い な い と
、 前 述 し た よ う な フ ッ 素 コ ー テ ィ ン グ を 施 し て も 、 回 転 が 特 に 高 速 回 転 に な る に 従 っ て 回
転 に よ る 振 れ の 影 響 が 発 生 し 、 そ れ に よ っ て 接 触 、 か じ り 発 生 と い う 虞 れ が あ り 、 メ タ ル
シ ー ル 構 造 に お け る 問 題 点 は 解 決 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 の 問 題 点 を 解 消 し 、 か じ り 減 少 が 発 生 し 難 い メ タ ル シ ー ル 構 造 の
回 転 継 手 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 回 転 継 手 は 、 回 転 軸 を 継 手 本 体 の 貫 通 孔 に 挿 通
し た メ タ ル シ ー ル 方 式 の 回 転 継 手 に お い て 、 前 記 回 転 軸 を そ の 両 端 に お い て 回 転 自 在 に 支
持 す る 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 を 前 記 継 手 本 体 の 両 端 側 に 設 け た 穴 部 内 に 配 置 し 、 少 な く と も 前
記 第 １ の 軸 受 の 内 径 と 前 記 貫 通 孔 の 内 径 と を 略 同 一 と し 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 の 間 に 位
置 す る 前 記 回 転 軸 の 外 径 と 前 記 貫 通 孔 の 内 径 と の 間 を メ タ ル シ ー ル 構 造 と し た こ と を 特 徴
と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 回 転 継 手 に よ れ ば 、 次 に 列 挙 す る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ １ ） ス リ ー ブ を 無 く し て 構 造 を 簡 単 に で き る の で 、 コ ス ト を 大 幅 に 低 減 で き る 。 （ ２
） 加 工 を 容 易 に し か つ 精 度 を 高 め る こ と が で き 、 更 に は 組 立 を 容 易 に で き る 。 （ ３ ） 組 立
精 度 、 同 芯 度 が 向 上 す る の で 、 高 速 に お い て も メ タ ル シ ー ル 部 の 非 接 触 状 態 が 良 好 に 保 持
で き 長 寿 命 化 を 図 れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 を 図 １ 、 図 ２ に 図 示 の 実 施 例 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 継 手 本 体 １ １ に は 中 心 部 に 貫 通 孔 １ １ ａ が 穿 孔 さ れ 、 継 手 本 体 １ １ の 両
端 に 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 １ ３ 、 １ ４ が 挿 着 さ れ て い る 。 軸 受 １ ３ 、 １ ４ の 径 は 相 異 し 、 第 １
の 軸 受 １ ３ の 方 が 内 径 、 外 径 共 に 大 き い 径 と さ れ 、 第 １ の 軸 受 １ ３ の 内 径 は 継 手 本 体 １ １
の 貫 通 孔 １ １ ａ の 内 径 寸 法 と ほ ぼ 同 一 に 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ の 軸 受 １ ４ の 内 径 は 貫 通 孔
１ １ ａ の 内 径 よ り も 小 さ く さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 １ ３ 、 １ ４ は 継 手 本 体 １ １ の 両 端 に 設 け ら れ た 大 径 穴 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ
内 に そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ 、 大 径 穴 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ の 径 は 軸 受 １ ３ 、 １ ４ の 外 径 寸 法 よ り
も 稍 々 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 大 径 穴 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ の 間 の 貫 通 孔 １ １ ａ の 内 径 側 か ら 継
手 本 体 １ １ の 外 径 側 に 、 所 定 間 隔 で 流 体 通 路 １ １ ｄ 、 １ １ ｅ 、 １ １ ｆ が 形 成 さ れ 、 こ れ ら
の 外 径 側 は ね じ 穴 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 貫 通 孔 １ １ ａ に 回 転 軸 １ ２ が 挿 通 さ れ 、 回 転 軸 １ ２ の 両 端 は 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 １ ３ 、 １
４ の そ れ ぞ れ の 内 径 に 嵌 合 さ れ る 第 １ 、 第 ２ の 軸 端 部 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ と さ れ 、 第 １ の 軸 端
部 １ ２ ａ の 外 側 に エ ン ド カ バ ー １ ５ が 接 続 さ れ 、 第 ２ の 軸 端 部 １ ２ ｂ の 外 側 に 止 め 輪 １ ６
が 設 け ら れ て い る 。 両 軸 端 部 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ の 間 の 貫 通 孔 １ １ ａ と の 間 で メ タ ル シ ー ル 構
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造 を 構 成 す る 軸 中 部 １ ２ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 軸 中 部 １ ２ ｃ は 第 １ の 軸 端 部 １ ２ ａ よ
り も 稍 々 小 径 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 継 手 本 体 １ １ の 流 体 通 路 １ １ ｄ 、 １ １ ｅ 、 １ １ ｆ に 対 向 し た 軸 中 部 １ ２ ｃ に は 環 状 溝 １
２ ｄ 、 １ ２ ｅ 、 １ ２ ｆ が 形 成 さ れ て い る 。 回 転 軸 １ ２ に は 、 こ れ ら の 環 状 溝 １ ２ ｄ 、 １ ２
ｅ 、 １ ２ ｆ に 面 し て 通 孔 １ ２ ｇ 、 １ ２ ｈ 、 １ ２ ｉ が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 通 孔 １ ２ ｇ 、 １ ２
ｈ 、 １ ２ ｉ は 軸 芯 中 心 に 向 け て 穿 孔 さ れ 、 途 中 か ら 軸 芯 方 向 に 屈 曲 さ れ 、 第 １ の 軸 端 部 １
２ ａ の 側 面 に 開 口 し 、 エ ン ド カ バ ー １ ５ に 設 け ら れ た 孔 部 と 接 続 さ れ 、 エ ン ド カ バ ー １ ５
の 外 面 に 接 続 口 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ 、 １ ５ ｃ と し て 開 口 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 軸 受 本 体 １ １ の 流 体 通 路 １ １ ｄ 、 １ １ ｅ 、 １ １ ｆ は 、 回 転 軸 １ ２ の 通
孔 １ ２ ｇ 、 １ ２ ｈ 、 １ ２ ｉ を 介 し て エ ン ド カ バ ー １ ５ の 接 続 口 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ 、 １ ５ ｃ と
導 通 す る こ と に よ り 、 貫 通 孔 １ １ ａ と 回 転 軸 １ ２ と の 間 は メ タ ル シ ー ル 構 造 と さ れ て い る
た め に 、 貫 通 孔 １ １ ａ と 回 転 軸 １ ２ 間 で 流 体 が 漏 出 す る こ と も な く 、 各 通 路 の 独 立 性 は 保
持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ の 構 成 に よ り 、 回 転 軸 １ ２ の 第 １ の 軸 端 部 １ ２ ａ を 基 準 に し て 、 第 ２ の 軸 端 部
１ ２ ｂ 、 軸 中 部 １ ２ ｃ を ワ ン チ ャ ッ ク で 研 削 精 密 加 工 す る こ と が で き 、 更 に 継 手 本 体 １ １
の 貫 通 孔 １ １ ａ を 第 １ の 軸 受 １ ３ の 内 径 と 同 一 に 形 成 す る こ と で 、 組 立 精 度 を 高 め る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 回 転 軸 受 の 組 立 に 際 し て 使 用 す る 環 状 の 組 立 治 具 の 外 径 は 、 第 １ の 軸 受 １ ３ の 内 径
つ ま り 継 手 本 体 １ １ の 貫 通 孔 １ １ ａ の 内 径 寸 法 と 同 一 に 形 成 さ れ 、 か つ 先 端 側 の 軸 径 は 第
２ の 軸 受 １ ４ の 内 径 寸 法 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 組 立 治 具 を 継 手 本 体 １ １ の 貫 通 孔 １ １ ａ
に 挿 入 し 、 こ の 状 態 で 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 １ ３ 、 １ ４ を 継 手 本 体 １ １ の 大 径 穴 １ １ ｂ 、 １ １
ｃ に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 １ ３ 、 １ ４ は 組 立 治 具 側 の 外 径 で 保 持 さ れ て お り 、 こ の 状 態 で 軸 受 １
３ 、 １ ４ の 外 径 と 大 径 穴 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ と の 間 に は 隙 間 が 生 じ て い る が 、 こ の 隙 間 部 分 に
接 着 剤 を 流 し 込 み 軸 受 １ ３ 、 １ ４ を 固 定 す る こ と に よ っ て 、 軸 受 １ ３ 、 １ ４ の 内 径 と 継 手
本 体 １ １ の 貫 通 孔 １ １ ａ と が 同 芯 状 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 後 に 組 立 治 具 を 抜 い て 、 回 転 軸 １ ２ を 第 １ の 軸 受 １ ３ 側 か ら 挿 入 す る こ と で 、 軸 受
本 体 １ １ と 固 定 軸 １ ２ を 正 確 に 所 定 位 置 に 組 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 メ タ ル シ ー ル 部 に つ い て も 、 回 転 軸 １ ２ の 第 １ の 軸 端 部 １ ２ ａ に 対 し て 軸 中 部 １
２ ｃ を 精 密 加 工 が で き る の で 、 継 手 本 体 １ １ の 貫 通 孔 １ １ ａ と の 隙 間 量 を 正 確 に 設 定 す る
こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 実 施 例 １ で は 、 両 端 の 第 １ 、 第 ２ の 軸 受 １ ３ 、 １ ４ の 大 き さ を 変 え た が 、 同 じ 大 き
さ の 軸 受 に 構 成 し て も 、 基 本 的 に は 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 即 ち 、 図 ２ の 実 施 例 ２ に 示 す よ う に 、 両 軸 受 ２ １ 、 ２ ２ の 内 径 ２ １ ａ 、 ２ ２ ａ 同 士 は 継
手 本 体 １ １ の 貫 通 孔 １ １ ａ の 内 径 と 同 一 に 形 成 す る こ と で 、 先 の 実 施 例 １ と 同 様 な 効 果 が
得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 ２ の 断 面 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-291455 A 2005.10.20



【 図 ３ 】 従 来 の 回 転 継 手 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 他 の 従 来 の 回 転 継 手 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ １ 　 継 手 本 体
　 １ １ ａ 　 貫 通 孔
　 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ 　 大 径 孔
　 １ １ ｄ 、 １ １ ｅ 、 １ １ ｆ 　 流 体 通 路
　 １ ２ 　 回 転 軸
　 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 　 軸 端 部
　 １ ２ ｃ 　 軸 中 部
　 １ ２ ｄ 、 １ ２ ｅ 、 １ ２ ｆ 　 環 状 溝
　 １ ２ ｇ 、 １ ２ ｈ 、 １ ２ ｉ 　 通 孔
　 １ ３ 、 １ ４ 、 ２ １ 、 ２ ２ 　 軸 受
　 １ ５ 　 エ ン ド カ バ ー
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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